
水溶性可燃液 体の危険性
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現在，消防法別表に定められている危険物第四類の

中にはアルコール類，ケトン類，アミン類，酢酸，蟻

酸およびそのエステノレなと、の各種水溶性可燃液体があ

るが， これら薬品の水溶液の危険性については比較的

資料が少なく，明らかにされていない点が多いので，
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ここでは種々の水被性可燃液体を水で‘いろいろの濃度

に稀釈していった場合，引火点，燃焼点にどのような

影響があるかについて，実験を行ったので報告する.
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供試料とその性状

実験に供した水溶性可燃液体の種類およびその一般

性状は第 l表のとおりである.
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状

メ チ Jレア Jレコーノレ CH30H O. 7913 64.65 0.5966 363.3 11.1 00 

エチ Jレアノレコーノレ C2H50H 0.7892 78.3 0.588 208.7 12.8 C口

ノJレ7)レフ。ロピノレアノレコ CH3(CH2)2 0.8035 97.4 0.531 161. 0 15 C山

戸ーノレ OH 
イソフ。ロピJレアJレコーノレ (CH3)2CHOH 0.7887 82 0.606 161.73 11. 7 00 

ノJレ7)レプチノレアJレコー OCHH 3(CH2〉s 0.8098 117.5 0.565 141.3 34.5 7.36 
ノレ

イソブチJレアノレコール SF3)2CHm 0.802 108 0.716 138.25 28 9. 5 

ア セ ト ン (CH3)2CO 0.7898 56.3 0.517 122. 1 -18.5 00 

ピ ヂ ン C5H5N 0.79 115.5 0.395 107.38 19. 5 。。

酢 酸 CH3COOH 1. 0492 118.5 0.488 97.0 40 00 

蟻 酸 HCOOH 1. 2203 100.8 O. 522 115.5 68.9 00 

性

|比重|沸点|叩ヤ問I51 :k点IMす
(20'/4') I ('C) I kg/，C) I (kcaljkg) I ('C) る溶解度
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第 1表

子分供試水溶性可燃液体

比重を測定した後，純度を補正した

また，引火点試験器の水銀温度計はジーベノレト標準

温度計により補正したものを使用した.

供試料に種々の割合で、蒸溜水を添加しその比率を

容積百分率で表わし，それぞれの濃度における引火点

および燃焼点の測定値を求めた結果は第 1図~第 9図

に示すとおりである.

果結験実4 

法

ペンスキーマJレテンス引火点試験器〈クローズカッ

プ〉およびクリーブランド引火点試験器(オープンカ

ップ〕を使用し， J 1 S K 2253， J 1 S K 2274によ

り，供試物の各種濃度水溶液の引火点ならびに燃焼点

の測定を行った

なお，各種濃度の試料の調整については，メスシリ

ンダーでおうよその定量比を定め，ボーメ浮秤により

方験実3 
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第 1図 メチノレアルコール水溶液の引火点

燃焼点
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第 2図 エチルアJレコール水溶液の引火点，

燃焼点
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第 3図 ノルマノレプロピルアルコール水溶液

の引火点，燃焼点
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第4図 イソプロヒ。jレアルコール水溶液の引

火点，燃焼点
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第 5図 ノルマルブチノレアノレコール水溶液の

引火点，燃焼点、
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第6図 イソブチノレアルコール水溶液の引火

点，燃焼点
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第7図 アセトン水溶液の引火点，放は尭点
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第8図 ピリチ、ン水溶液の引火点，燃焼点、
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第 9図蟻酸，酢酸水溶液の引火点，燃焼点
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5 考 察

1 供試料に水を添加していくと引火点，燃焼点は漸

次上昇し，ある稀薄浪度の水溶液において，ついに燃

焼の継続性がなくなる.すなわち，水と水溶性可燃液

体との混合物には引火性，燃焼性に臨界点が存在し，

臨界の濃度以下では可燃性がなくなる.

本実験の供試料は訪fl点が割合低く，揮発性の大きい

ものが多いので，その引火性は稀薄水溶液でも十分あ

ることが知られ，特にアルコール類，アセトン， ピリ

ヂンなどは水溶液で、も，なお引火性があることが認め

られた.

また，燃焼の継続性についてはメチルアルコーJレ，

イソプロピノレアノレコ-)レ， ノノレ7)レプチ Jレアノレコー

ノレ， ピリヂンなど 10%水溶液で、は燃焼性を有せず，

ノJレ7)レプロピJレアJレコ-)レ， イソブチ Jレアノレコー

ノレ，アセトンなどはなお，燃焼継続性があることが認

められた.

2 蟻酸については濃度85%以上で、は引火性も燃焼性

もあるがそれ以下では引火性はあっても燃焼継続性は

ないことが知られた.

酢酸の場合は90%以下では引火性も燃焼性もなく，

その危険性は高濃度のしかも小範囲にあることが認め

られfこ

3 アルコーlレ類の各種濃度水溶液における燃焼点の

温度曲線を見ると供試料の分子内における炭素数が少

ないもの程，曲線勾配が急、である

4 供試料の各種濃度水溶液の引火点，燃焼点の温度

差は濃度が稀薄になるにつれて大きくなる傾向がある

がこれは試料に水を添加していくときは液体表面に接

して生成する可燃性液体蒸気のため，漸次稀釈され

て，空気との混合ガ、スが爆発限界の濃度に容易に到達

しないためと思われる.

6結び

一般に水溶性可燃液体の火災危険は引火性のみで定

まるものではなく，他に燃焼の継続性ということも大

きな要素の一つである その芯味では比較的高引火点

のもの，例えば酢酸のようなものの水溶液は燃焼継続

性の濃度範囲が高く，かつ，せまいので危険性は余り

ないといえるが，アセトン，メチルアルコー)1/，プロ

ピルアルコーJレ， ピリヂンなどはかなりの低濃度水漆

液でも，燃焼継続性を示すので危険性もそれだけ大き

いものがあるといえる.
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